
クリの豊多摩早生

束京はかつて、クリの大崖地でした。大正から昭和のﾈ刀期にかけて､主に牝

多摩の晨村地帯では、雑木林にまじって広大なクリ園が、果てしなく続いて

いました。

このクリは、当八幡神壮の近くに住む市川喜兵衛(豊多摩郡井荻村荻窪)

が明治20年頃､栽培中の茶園内に自生のクリ苗を発見､偶然早く穏る早

生の栗ができた事から、明治41年、当時の郡名にちなんで｢豊多摩早生止

命名しました。

小粒で収量はあまﾘ多くあﾘませんが、秋まで待たすに、8月中旬から下旬

には収穫できるので市場では高値で取り引きされ､全国的にも有名となり占

地で栽培されていました。

特に第二次世界大戦後、クリに大披害を与えた害虫･クリタマハチに強い抵

抗性をもっている豊多摩早生は、品種改良の一方の親として用いられ､伊

口欠(晨林省果樹試験場で､銀寄に豊多摩早生を交配)という優良品種を生

み出しました。
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　高井戸節成キュウリ

旧豊多摩郡高井戸村(現在の杉並区上高井戸･下高井戸)ｲ寸近は、江戸時

代に開拓されました。甲州街道に面し江戸にも近く､古くから野栞の崖地で

した。

キュウリは明治になってから大量に消曹されるようになりましたが、高井戸

キュウリは｢節成則といって､親づるの節ごとに雌花をつける性質があり、

栽培がしやすい品種で､明治の中頃から昭和の中頃まで､この地を中心に

高井戸節成キュウリと呼ぱれ､広く栽培されていました。

南に隣接する旧荏原郡馬込周辺(現在の大田区束馬込･西馬込)では、節

成りで果実の下半分が白い、馬込半白節成キュウリが栽培され､牝に隣接

する旧牝豊島郡(現在の練馬区)では、親づるには雌花をあまりつけす､子

づるに雌花をつける豊島枝成キュウリが栽培されていて､その合流地であっ

たこの地で両者の長所を持ったキュウリが育成されました。

この特崖地も､都市化や、ハウスなどの施設栽培の普及､消曹者ニーズの

変化などによﾘ、束京晨莱の歴史に名を止めるだけになってしまいました。
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井草八幡宮

杉並区善福寺1-33-1（JR中央線荻窪駅牝□よりハス青物市場前下車）

TEL03-3399-8133

井荻ウド

井草八幡宮を中心とする地域は、武州多摩郡遅野井村として古くより開けま

した言工戸時代に入ってからは、青梅街道を通じて野栞の生崖や薪で生計

をたてる晨村として発廣しました。

ウドは数少ない日本原崖野栞で､古代より自生のものが利用されていまし

た。元来､強健な野栞で武蔵野にもよく適しましたが、この地で栽培された

のは江戸時代後期で､記録によれぱ文政年間(1818～30)旧武州多摩郡

上井草村寺分(現在の杉並区西荻牝)の古谷岩右衛門が尾張(現愛知県)

で栽培法を習い、試した結果､立派なウドができたので付近一帯に広まって

いきました。当時は野栞の種類も少なく､特に晋先は不足したため､ウドは

庶民の待望の野栞でした。

ウド生崖は明治､大正､昭和にかけて､多くの篤晨家による創意と努力で、

地下で日光に当てすモヤシ状に作る栽培技術を確立しましたが、昭和30年

代に入り都市化の進廣によﾘ、この地の栽培量は大幅に減少しました。

その後､牝多摩方面に移った崖地は、｢特崖束京ウ白として､全国にその

名声を博しましたが、井荻ウドはその発届に大きく貢献いたしました。
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